
各地区の組長
会、口調会の
組織、会議、
回覧を利用す
る

地域担当制を
生かして、地
域の問題と課
題を提示

広報、ティー
ズ、防災無線
の利用

行政区で区長
から説明

市民対象の市
民自治条例セ
ミナー
200人

間接的でも関
心が持てるよ
うな条例の位
置づけが重要

ホームページ
で将来の新城
のあるべき姿
のアンケート

各種団体に発
信

全戸対象のア
ンケートを実
施

地域問題の把
握
意見の集約

議員、市職員
には情報を提
供して知り合
いの人、サー
クルなどに働
きかけてもらう

地縁組織の把
握
意見の集約

今いろいろな
活動している
団体

今活動中の方
(地域担当制
度等)
がんばってい
る方

[直接]
行政職
職員
議会(市民)
教育

今の問題点
過疎、老人介
護、農地、山
林洗い出し

地区の若者、
PTA、消防へ
参加を働きか
ける
2～5名

[間接的]
各種団体アン
ケート(説明
会)は無理かも

各種団体の方
・防災　消防
団
・行政　区長、
コミュニティ、
公民館
・教育　PTA、
保育園
・福祉　民生
委員他

[直接]
社会(会社）
　↓
法人会
(事務局員）

[直接]
行政区長
全域だと１３０
人
地域毎に
市議、区長と
委員が語り合
う

地区(単位は、
小学校区)で
ワークショップ
を調査、区
長、文化継承
者等の参加を
働きかける

現状の自治を
再認識し、最
大の裁量権を
認め責任を与
えることを趣
旨とする

１８，０００

３０，０００

２，０００

区長１３０＋
各種団体１００

第１班　黒谷、太田、原田、松井、権田


